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「
皆
さ
ん　

こ
れ
が
最
後
で
す　

さ
よ
う
な
ら　

さ
よ
う

な
ら
」。
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
８
月
20
日
、
南
樺

太
の
西
岸
に
あ
る
真
岡
（
ま
お
か
）
郵
便
局
の
電
話
交
換

手
９
人
は
、ソ
連
軍
の
侵
攻
で
銃
弾
が
庁
舎
に
飛
び
込
み
、

砲
弾
が
周
囲
で
炸
裂
す
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
交

換
台
に
向
か
い
続
け
、
つ
い
に
最
後
の
交
信
を
残
し
、
青

酸
カ
リ
を
飲
ん
で
自
決
し
た
。
こ
の
９
人
の
乙
女
た
ち
の

最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
猿
払
（
さ
る
ふ
つ
）
電
話
中
継
所

が
受
信
し
て
い
た
。

　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
た
日
本
の
無
条
件
降
伏
か
ら
５

日
後
の
こ
の
日
も
、
樺
太
や
千
島
列
島
で
は
日
ソ
間
の
戦

闘
は
続
い
て
い
た
。
そ
の
後
の
関
係
者
の
証
言
か
ら
、
当

時
、
真
岡
局
に
い
た
交
換
手
は
12
人
で
、
３
人
が
救
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
９
人
が
死
を

選
ん
だ
の
か
、
ま
だ
謎
が
多
い
と
さ
れ
る
。

　

日
露
戦
争
後
、
南
樺
太
が
日
本
領
に
な
っ
た
の
は
１
９

０
５
年（
明
治
38
年
）。豊
富
な
森
林
資
源
と
良
質
な
石
炭
、

豊
か
な
漁
場
が
あ
っ
て
移
住
が
進
み
、
終
戦
前
に
は
人
口

が
約
40
万
人
に
達
し
、
物
資
の
欠
乏
も
な
く
住
民
の
暮
ら

し
は
豊
で
活
気
が
あ
っ
た
。

　

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
に
、
北
海
道
─
樺
太
間
に

海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
敷
か
れ
、
本
州
と
電
話
が
通
じ
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
と
き
、
海
底
地
形
や
海
流
の
調
査
で
、
北

海
道
側
の
ケ
ー
ブ
ル
入
口
に
選
ば
れ
た
の
が
、
猿
払
村
。

猿
払
電
話
中
継
所
が
新
設
さ
れ
、
樺
太
と
、
北
海
道
や
本

州
と
の
通
話
や
電
報
を
中
継
し
た
。

　

海
底
ケ
ー
ブ
ル
は
、
南
樺
太
の
深
海
村
女
麗
（
ふ
か
み

む
ら
め
れ
い
・
プ
リ
ゴ
ロ
ド
ノ
エ)

ま
で
の
１
６
２
・
８

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
南
樺
太
の
主
要
な
郵
便
局
に
電
話
中
継

所
が
設
け
ら
れ
て
電
話
網
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
真
岡

郵
便
局
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。

　

猿
払
電
話
中
継
所
は
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
に
役

割
を
終
え
た
が
、
こ
の
年
、
稚
内
市
出
身
の
歌
手
・
畠
山

み
ど
り
が
「
氷
雪
の
門
」（
星
野
哲
朗
作
詞
、
市
川
昭
介

作
曲
）
で
、
真
岡
郵
便
局
の
９
人
の
乙
女
の
悲
劇
を
歌
っ

て
、
こ
の
事
件
が
広
く
知
れ
わ
た
っ
た
。
そ
の
前
年
、
樺

太
を
遠
望
す
る
稚
内
公
園
に
、「
九
人
の
乙
女
の
碑
」
と
、

樺
太
慰
霊
碑
の
「
氷
雪
の
門
」
像
が
建
立
さ
れ
て
い
た
の

だ
。
厚
生
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
樺
太
の
終
戦
時
の
戦
闘

に
よ
る
民
間
人
の
犠
牲
者
は
、
魚
雷
攻
撃
で
沈
没
し
た
緊

急
疎
開
船
の
死
者
行
方
不
明
者
を
合
わ
せ
て
約
３
７
０
０

人
。
そ
の
う
ち
人
口
約
２
万
人
の
真
岡
の
死
者
は
約
１
０

０
０
人
だ
っ
た
。

　

樺
太
と
の
電
気
通
信
ゆ
か
り
の
地
、
猿
払
電
話
中
継
所

跡
は
２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）、
猿
払
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
設
立
20
周
年
記
念
事
業
で
整
備
さ
れ
た
。
寄
贈
文
に

「
殉
職
し
た
九
人
の
乙
女
の
霊
を
慰
め
、
ま
た
電
気
通
信

ゆ
か
り
の
地
に
電
気
通
信
の
功
績
を
顕
彰
す
る
と
共
に
世

界
の
恒
久
平
和
を
祈
り
…
」
と
あ
る
。

　

宗
谷
管
内
猿
払
村
の
人
口
は
２
７
７
７
人
（
11
月
１
日

現
在
）。
地
理
的
な
条
件
か
ら
宿
命
的
に
ロ
シ
ア
と
の
接

触
の
多
い
地
域
で
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
府
の
北
辺
警

備
で
巡
視
が
行
わ
れ
て
い
る
。

稚内港を見下ろしサハリン（樺太）を望む稚内公園
にある「九人の乙女の碑」。その横には樺太慰霊碑
の「氷雪の門」像がある

青 木 和 弘

猿払電話交換所跡・宗谷管内猿払村

「九人の乙女」
最後の声受信



25 北海道自治研究 ２０１８年11月（Ｎo.598）

　

１
９
３
９
年
（
昭
和
14
年
）
12
月
12
日
の
旧
ソ
連
の
貨

客
船
イ
ン
デ
ィ
ギ
ル
カ
号
遭
難
事
故
で
は
、
猿
払
村
の
住

民
総
出
で
救
出
に
あ
た
り
、
子
ど
も
を
含
め
４
２
９
人
を

助
け
た
が
７
０
０
人
以
上
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ

以
降
、
同
村
で
は
毎
年
、
慰
霊
が
行
わ
れ
、
71
年
に
は
慰

霊
碑
を
建
て
て
い
る
。

　

東
西
冷
戦
下
の
53
年
に
海
上
保
安
庁
船
と
の
銃
撃
戦
に

な
っ
た
ラ
ズ
エ
ズ
ノ
イ
号
事
件
。
83
年
の
大
韓
航
空
機
撃

墜
事
件
な
ど
、
国
際
緊
張
の
前
線
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知

ら
さ
れ
る
出
来
事
が
住
民
の
心
を
重
く
さ
せ
て
い
る
。
同

村
は
現
在
、
サ
ハ
リ
ン
州
南
部
の
オ
ジ
ョ
ー
ル
ス
キ
イ
村

（
人
口
１
７
８
５
人
・
樺
太
大
泊
郡
長
浜
村
）
と
友
好
姉
妹

都
市
を
結
び
交
流
を
重
ね
て
い
る
。
北
方
四
島
を
抱
え
る

根
室
管
内
と
同
様
に
目
の
前
は
国
境
の
海
。
こ
こ
も
、
日

ロ
平
和
条
約
の
早
期
締
結
が
強
く
望
ま
れ
る
地
域
で
あ
る
。

浜猿払漁港の西、海王食品の側の道路沿いに、終戦まで樺太との電話回線の中継を行っていた猿払電話中継所の跡地が
ある。使用された海底ケーブル５本が、透明なプラスチックの筒の中に展示されている。このマンホールの下から南樺
太の深海村女麗までの１６２.８キロメートルが敷設された

オホーツク海を臨む道の駅さるふつ公園の海側にあ
る「インディギルカ号遭難慰霊碑」。毎年、住民ら
による慰霊が行われてきたが、現在は献花台が置か
れて簡素に続けられている


